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　 The　Chinese　crude 　drug ’‘Wei 　ling　xian
”

（威霊仙）is　derived　from　the　undergreund 　portions
of 　Clematis　species ．　 However，　the　aerial 　parts　of 　the　p】ants 　are 　also 　sold 　under 　tho　same 　name

in　 Guangxi （広西 壮 族 自治区） and 　 Sichuan （四 川 省） Provinces・　 Th 「ough 　 a　 comPa 「ative

anatomical 　study 　of 　the　leaflets，　the　botanical　origjns　of 　the　aerial 　part　
“Wei　ling　xian ”drugs　sold

in　 Guangxi 　Province　and 　Sichuan 　 Province　 were 　 proved　 to　 be　 C ．　 uncinata 　 CHAMP ．　 and 　 C ．
teiocarpa　OLIv．（＝C．　 un 〔

・inata　var ．　 eoriacea 　PAMP ．〕，resp   tlvcly、　However，　it　is　wrong 　to　use

the　aerial　part　of 　Clematis　species 　as　
‘’Wei　ling　xian ，”

　Keywor“s− Chinese　 crude 　 drug； We 日 ing　 xian ； Cle〃latis 　 uncinata ； Ctema’is　 leiocarpa；
Ranunculaceae；Guangxi　Prov，；Sichuan　Prov．；leaflet；botanical　origin ；p且ant 　anatomy

　漢薬 「威霊仙 」 は 『開宝本草 』 に 初収載され た 薬物で ，キ ン ポ ウ ゲ 科の Ctematis 属植物の 地下部を 正 品 と し
3a・1 ）

．

こ れ まで に 現在市販され て い る 日 本産，朝鮮半島産，台 湾産，お よび 中国 大陸産 の 一部の 商品 につ い て その 基源を 明

らか に した
3b）．そ れ ら はすべ て Clematis 属植物の 地下部で あ っ た が，今 回 入手 した 中 国 四川 省 各 地 や 広 西 壮 族 自治

区桂林 で一般 に使用 され て い る 威霊仙 は，すべ て 同 属植物 の 地．ヒ部 に 由来す る と思わ れ る もの で ， 外見上 明 らか に 多

種基源 で あ っ た．こ れ らは 「威霊仙」 「霊仙 」 また は 「威霊仙葉」 の 名称 で 利用 され て い るが，わ れ わ れ が調 査 した

薬店お よ び 医院 で は地下部 に 由来す る 威霊仙 は 使用 さ れ て い な か っ た，

　 Clematis 属植物の 地上部に 由来す る 威霊仙 に つ い て は，謝
4） が 四 川省 で C．　chinensis 　OSBEcK の 全草 ， また 同省や

西 蔵自治区で は他 の 同属植物の 地 上 部 も利用 され る と し，また r中葯大辞典』
5〕

や r四 川常用中草葯』
6）

に も四川省 で

は 同植物 の 茎葉 （藤葉）が 用 い られ る と記 され て い る．さ らに，陝 西 省で も同 種の 根お よ び 茎藤 が威霊仙 と し て 利用

され
7冫，ま た貴州省 で は C．uncinata 　CHAMP ．の 根 お よ び葉が銅脚威霊仙 として 用 い られ る と さ れ る

s） が，い ずれ も

確証 は な され て い な い ．

　 以上，文献記載された C 、ehinensis と C ．　uncinata の 2 種 の うち ， 前者 の 葉は 紙質 で 乾燥す る と黒変す る性質 が あ

り，後者 の 葉 は 革質 で 葉柄 に 関節 を有す る特微 が あ り
9）

，
こ の 2 種 に 限れ ば 区 別 す る の は 容 易 で あ る．しか し，今回

入 手 し え た葉が革質で ほ とん ど黒変して い な い 商品 の な か に は，小葉の 形状 は C．　uncinata に 酷似す るが 関節を 有 し

な い もの も認め られ た ．本属植物 の Clematis 節 Rectae 亜 節中で ，　 C ．　uncinata に 似て 葉 が 1 〜2 回 羽状 複 葉，小

葉が全 縁 で革質に なる植物 は 他 に C．leiocarpa　 Ouv ．（− C．　 uncinata 　 var ．　 coriacea ）の み で あ り，他種 は か な り趣を

異 に す る
10）．そ こ で 本報 で は 地 上部 に 由 来 し，葉 が 革質 で ほ とん ど黒変 しない 威霊仙 の 原植物を明 らか に す る 目的 で ．

こ の 2種 の 小葉を比較組織学的 に 検討 した．

（21 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の 　部

　1．　生薬材料 （No ．は 富山 医科薬科大学和漢薬研究 所民 族薬物資料館 ［TMPW コ所蔵番号）

　霊 仙 ： 広西 壮族 自治 区 桂林 ，楽 群医葯店 ezて 入 手，　 No ・4522，1985年 11月

　威霊仙葉 ：桂林，中草 医診所 に て 入 手 ，No ．4555，1985年 11月

　威 霊 仙 ： 四川 省万 源 県露天商 （王 方世氏 ）か ら入 手 ，No．8014，1987年 10月．

　2．　比較植物 （［TI］ は 東京 大 学 総 合 研究 資料館所蔵標本，［KYO ］は 京都大学理学部所 蔵標本）

　Ctematis　 uncinata 　CHAMP ，： （中国）Prov．　Ahhui （安徽省）黄 山 桃花峯，　 S．R ，　Zhang （張守栄）1271［TMPW ］；

Prov．　 Zhejiang （浙江 省）天 目 「［1，　 S．　R ．　 Zhang 　1585 ［TMPW ］； Prov．　 Guangdong （広東省）陽山及付近，　 T ・M ・

Tsui　500 ［TI］．（台湾）台北県観音山，　 M ，　Mikage　76021 ［KYO ］［TMPW ］，76027 ［TMPW ］； 南投 県 埔里鎮，

M ．Mikage　76055 匚TMPW ］； 花蓮県南 山桟，　M ．　Mikage 　76142 ［KYO コ［TMPW ］； 台 中 県梅峰，　M ・Mjkage 　76046・

76051 ［TMPW ］．

　C ．leiocarpa　OLIv ．← C ．　crneinara 　CHAMp ，　var ．　t・oria（
・
ea 　PAMp ．）：Prov．　Hubei ，　Shen −nong −jia　 Dist．（湖d匕省神農

架），B．　Barthelomew 　 et　al．580 匚KYO ］；Prov．　Hubei ，　A ，　Henry　2888 匚TI］；Prov．　Sichuang （四 川省）万 源 県，　 X ．

Wang 　87009ii）
［TMPW ］，

　 3． 実験方法 ： 本研究 で 検討 した商 品 は 茎 と葉 とか ら構 成 され て い る．

　茎 の 内部構造 を C！ematis 　tertit7iora　DC ．　var ，　robusta 　TAMuRA セ ン ニ ン ソ ウ （富山県下 新川 郡 越 中 宮 崎，　 M ・Mi・

kage　8858［TMPW ］）を 材料 とし，蔓性 の 茎の 先端 か ら順 に 25 の 節間 に つ い て 内部構造 を 調査 し た 結果，各節間は

表 皮
．
ドの 厚角 組 織 の 発達程 度 ，皮 層 中 の 機械組 織の 量お よ び 分布形態，木部の 発達程度な ど に 大 きな 変異が認 め られ，

切 断 され た 商品 で は 茎 の 内 部構 造に よ る 原植 物解 明 は困難 で あ る と判断 され た
置2 ）．次 に ，セ ン ニ ン ソ ウ ，C・chinensis

（台 湾省台 中市 ，
W ．S．　Kan 　760731 ［TMPW ］） お よび C．　 un （

・inata に っ い て 各小 葉 の 中央部 （基部か ら 1／3〜1／2 の

問）横 切面 を観察 し た 結果 ，同
一

複葉 内 で 多少 の 変異 は あ る が，そ れ らの 変異 は 小葉の 複葉 に お け る位置 とは 無関係

で あ っ た．そ こ で 本 研 究 で は 比 較 植物，商品 と もに無作為 に摘出 した 小 葉の 中央部横切面を観察 し た．

　小 葉の 下 面 に 認 め られ る 乳 頭 突 起の 単位面 積あた りの 個数 の 測定 は，任意の 部分数個所 に つ い て ，0・5mm 平方内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
に 存在す る もの に つ い て 行い ，1mm 平方あた りの 個数に 換算 した ．な お ，同

一・
小葉内に お い て は 測定す る 場所 に よ

る大きな変異は 認め られ な か っ た．柵状組織の 解離 は 数倍 に 薄め た 濃硝酸 を用 い て シ ュル ツ ェ 氏 法 に よ っ た．ま た 走

査顕 微 鏡 （日 本電子 製 JSM −35） に よ る 観察 は ，乾燥葉 を そ の ま ま 常法 に よ り処 理 し行 っ た ．な お Palisade　Ratio の

測定を常法に よ り試み た が，本植物 の 柵状組織 は有腕柵状柔細胞か らな る た め ，表面 視 で は 各腕を 軸方向か ら観察す

る こ とに な り，それぞれ が 類円形 に 観察され るた め ，個 々 の 柵状柔細胞 の 全体を と らえる こ とが で きず断念 し た．

　4．　比較植物の 形態

　 （1）Ciematis　uncinata

　 外部形態 ：蔓性 で ，茎 は
一

般 に 帯黒色〜緑褐色，先端か ら約 30cm の 部位で 径 1．5〜3．5mm ．株 に よ り形態変異

が大 ぎく，本研 究 に 使用 した 膳葉標本で は ，葉 は 中国 大陸産 の もの で は 1 回 羽状複葉 で ，小葉 は 5枚，台湾産の もの

で は 1 〜2 回羽 状 複葉で
， 小葉 は 3 〜 9枚，小葉 （Fi9・1−A ）は 卵 円形 〜卵状披針形

〜披針形 で ，長 さ 3〜12cm ，幅

1、6〜4，5cm ， 葉脈 は 3本 ，先端 は 鋭形 ，脚 は 円 形〜や や 心 形．．E面 は な め らか で 緑褐色あ るい は 黒変す る もの もあ

る．下面 は 帯白色 質は 薄い 革質．細脈 は 通常わ ず か に 突 出す る．

　 内部形態 ：小 葉 の 横切面 （Fig．1−B，　c）は ほ ぼ直線状 で，主 脈 部上 面 は 通常平 坦，ま れ に わずか に 突出 あ るい は 凹

入 し，下 面 は大 きくな だ らか な半 円形 に 突 出す る，葉縁 部 （Fig ．1−B3）は わ ず か に 反 曲す る．葉 の 厚 さ は 個体 に よ り

か な り異 な り，主脈部 の 厚 さ は 390〜880 μm ，葉肉部 で は 130〜400 μm ．上 面表皮細胞 は 外壁が やや肥厚 し た 横長

の 四角形 を 呈 し，厚 さ 25〜65μm ，径 65〜140 μn1，脈上 で は や や 小型に な る．下面表皮細胞 は 上 面表皮細胞 とほ ぼ

同様 で あ るが，主 脈部で は 著 し く小型 に な る．また 葉 肉 部の 下面表皮 に は ，中国 大陸産 の 標本 で は 乳 頭突起 が多数認

め られ ， 台 湾産 の もの で は ま った く認め られ な い （Fig・4−A 〜C ）．乳頭突起の 分布量は 個体（株）に よ り著 し く異な る

が ，同
一

個体内で は か な り安定 して い る （張守栄 1271で は Imm 平方あ た り345〜460 個，張守栄 1585で は 170〜235

個，T ．　M ．　Tsi　500 で は 451）．突起の 大ぎさ は 径 25〜35
μ
m

， 高さ 20〜45μm で ，

一般に 分布量 の 多い 個体 の もの が

大型 で あ る．ク チ ク ラ は歯牙 状 に ならず，厚 さ 1〜5
μ
m ．主 脈部 の 上 下面表皮下 に は わ ずか に 厚角組織が 発達 し，下

面 の ほ うが やや 顕著で ある．維管束 は 並立 型 で ，ほ ぼ 円形 〜卵 形 を 呈 し，主 脈 の ほ ぼ 中央か ある い は や や 上 部 に 位 置

す る ．繊維 お よ び 厚膜細胞 か らな る維管束 し ょ うが 維管束の 上 下 に ，ほ ぼ維管束を 包囲 す る よ うに 著 し く発達す るが．

（22 ）
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3

驚
『

　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．工．　Leafiet　of　Ctematis　uncinata 　CHP 　MP ．

A ；Sketches、　 B ；Illustrating　transverse　sections （1，midrib ；2，　lateral　vein ；3，　 margin ）．　 C ； Detailed　drawing 　of 　the

transverse 　section 　of 　the 　midrib ．　D ；macerated 　palisade　parenchyma 　cells （specimen ：Ah 　B，　C ，
　D

，
　Zhang 　1271 ；A2 ，

M ．Mikage 　76027 ；A3，　M ．　Mikage 　76021｝

維管束 の 側面で は し ば しば 不 連続 で あ る．木 部 は お もに 階 紋 お よ び 孔 紋 道 管か らな り，大 型 の もの で 径 25〜50 μm ．

師部中 に機械組織を認め ない ．柵状組織 は 主 脈部を除く全体 に 発達 し ， 有腕柵状組織で ， 1〜2 層の 通常 H 形を し

た 柵状柔細胞 か ら な り，解離 した もの （Fig・1−D ）で は 径 15〜50 μm ，長 さ 25〜70 μm ．柵状組織全体 の 厚 さは 25

−一　IOO　ym で ， 葉肉部の 厚 さ の 3分 の 1 以下．海綿状 組織 は 明瞭．表面視 に お け る 上 面 表 皮 細胞 （Fig．3−A1〜D1） は

波状の 不定形〜多角形 を 呈 し ， 個 体 に よ る変異 が大 ぎい ，下面 表皮 （Fig．3−A2〜D2）は 乳頭 突起 の ない 個体 で は
一

般

に 輪郭が 波状 を 呈 し，乳頭突起 が 多数認め られ る もの で は 小型で 多角形 とな る．気孔 は 裏面 に の み 認め られ，表面視

で は 楕円形 〜ほ ぼ 円形 を 呈 し，人 型 の もの で 径 （孔辺細胞 の 長径）45〜55 μ皿 気孔型 は キ ソ ポ ウ ゲ 型．

　（2）　（］’ematis 　’θ’ecarpa

　外部形態 ： C、uneinata に 類似 す る が ，小 葉 柄 に 結 節 を 欠 く．葉 は 2 回 羽 状 復 葉 で，9 〜15枚 の 小葉 を 有 す る．小

葉 （Fig．2−A ）は 卵円形 で ，3脈が 明瞭 ， 細脈 と と もに 表面 に は 突出 し な い ．　 E面 は 黄緑色で 光沢 が あ り， 細か い シ ワ

が 多い こ と が 特 徴 的 で あ る．下 面 は 緑 白色 質 は 革質 で ，C ．1・meinata に 比 し て や や 厚い ．

　内部構造 ： 基本的 に は C．uncinata に 類似す る が，次 の よ うな特微 が あ る．横断面 （Fig．2−B ，　C ）に お い て，主 脈

部上面 は平坦 か あ る い は わ ずか に凹 入 し．下面 は大 ぎ く半 円形 あ るい は な だ らか に突 出す る，主脈部 の 厚 さ は 470〜

650μm ，維管束 し ょ うの 発達は C．uncinata に 比 し て 悪 く，と くに 師部側で は や や 大型 の 細胞が 数個 見 ら れ る 程度

で あ る，道管 は 大型 の もの で 径 25〜33μ皿 葉肉部 は 厚 さ 320〜440 μ m で ，上面表皮 は 厚 さ約 35 μm ．柵状組織 は

2 〜 3層 の 有 腕 柵状 柔細胞 か らな り，第
一

層 が と くに 大型 の 細胞か ら な り，径 15〜45 μm ，長 さ 40〜150 μm （Fig．

2−D ），柵状 組織全 体 の 厚 さ は 155〜200 μm で ，葉 肉 部の 厚 さ の 約半 分 を 占め る．海綿 状 組織 は や や 密 で あ る．下 面

表皮 に は 径 20〜35
μ
m ，高 さ 28〜40 μm の 乳頭突起 が 密に 認め られ る．表面視 で は上 面表皮細胞 （Fig．3−E ・）は 波

状の 不 定 形 ，下 面 表 皮 （Fi9，3−E2）は 多角形 を 呈す る．乳 頭突起 （Fig．　4−D ）の 密度 は 1mm 平方あた り504〜785．

（23 ）
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Bl 2 3
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p

　　　　　　　　　　　　　　　 Fig・2・　Leaflet　of 　Clematis　teiocarpa　OLIv，
A ；Sketches．　B ；Illustrating　transverse 　sections （1，midrib ；2，　lateral　vein ；3，　margin ）．　 C ；Detailed　drawing　of　the
transverse 　section　of 　the　 midrib ．　D ；macerated 　palisade 　parenchyma 　cells （sp   imen： Ai，　B ，　C，　D ，　X ，　Wang 　87009 ；

A2 ，　B．　Barthelomew 　et　a ’．580）

気孔 は大 型 の もの で 径 45〜50 μm ．

　5． 商品の 形状お よ び 基源

　（1）桂林 市 場 品 「霊 仙 」 お よび 「威霊仙葉」（Fig．5−A ）

　外形 ： 両商品 は 互 い に きわ め て 類似 し，同一の 公司か ら供給された もの と思 わ れ る．商品は 葉 お よ び 細い 茎 か らな

り，2〜3cm に 刻 まれ，わ ずか に 果実が 認め られ る．小葉 は 披針形〜
卵円形 と思わ れ，小型で 3脈性 の もの と大型で

5 脈性 の もの が認 め られ ， 細脈 が 明瞭 に突出す る もの と し な い もの が あ る．小型の もの で は 円 脚，大 型の もの で は 心

脚．幅 1．5〜4．5cm ，長 さは測定で ぎない ．小葉表面 は 光沢が あ り，滑 らか で，淡 い 緑褐色〜緑灰 色．裏面 は 帯白色，

薄 い 革質 で こ わ れ や すい ．小葉柄に 結節が 認 め られ る．茎 は径 3〜6mm ．果実 は捧状，黒 色 で 無毛．

　内部形 態 ： 本 実験 で 検討し た C．uncinata に 比 して 全体 に や や 大 型 で あ る．主 脈部の 厚 さ は 710〜900 μm ，葉肉部

は 380〜500 μm ．主 脈部 の 維管束 し ょ うの 発達は 著し い ．葉肉部 に お け る上 面 表皮細胞 は 厚 さ 65〜95 μm ．表面視

に お け る上 面表皮細胞 は 波状 の 不 定形．裏面 に は 乳頭突起 が 多数認め られ ，
1mm 平方あた り275〜490．気孔 は ほ ぼ

円形 で 径 45〜50 μm ．他の 形質 は C．uncinata の 変異内に 収 ま る，

　原植物お よび 採集時期 ： 以 上の 形態は 変異の 大きい Cuncinata の 変 異 内 に 収 ま る も の と 判断 で き， 商品 は C ．
uneinata で あ る と鑑定 した ．ま た，果実が 混 入 し，若い 枝が認 め られ ない こ とか ら，本生薬は 秋期 に 採集 され た もの

で あ る こ とが判断され ， 乳頭突起 の 数 に か な りの 変異が 認め られ る こ とか ら，商品 は 複数 の 株 に 由来す る もの で あ る

と判断 で きる．

（24 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．3．　 Surface　View 　of　Leaflet

A 〜D ；C ．uneinata ．　 E ；C．’eiocarpa （1；叩 per　surface
，
2 ；lowor　surface ）（specimen ：A，　S．R．　Zha皿g

1271；B ，S．R ．　Zhang 　1585；C，　M ．　Mikage 　76021 ；D ，
　M ．　Mikage 　76142 ；E，　X 、　Wang ．87009）

A　　　　　　 B　　　　　　　C　　　　　　 D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 100um

　　 Fig．4，　 Secondary　Electron　lmage 　of 　the　Lower 　Surface　of 　Leafiet
，
　Showing 　the　Distributien　of 　Papilla

A 〜C ；C．uncinata ．　 D ；C，　leioearpa（specimen ：A ，　S．　R．　Zhang　l271；B ，　S．　R ．　Zhang 　l585； C，　M ．　Mikage　76021；
D ，X ．　Wang 　87009）

　（2）四川省万源県市場品 「威霊仙」（Fig．5−B）

　外形 ：商品 は 葉 を つ け た蔓性 の 茎を折 り曲げて束 ね た も の で あ る．茎 は軸方向 に 明瞭な条が あ り，径 2〜8mm で ，

5mm 程度以下 の もの は 紫黒色 ， そ れ よ り太 い もの で は 黄褐色 を 呈 す る．葉 の 形 状 は C ．　ieiocarpaに よ く
一

致 す る．

葉や細 い 茎 は 破折 しや す い ．枯草様 の 臭気がある．

　内部形態 ： C．leiocarpaの 内部形態 と よ く合 致 す る．

　商品の採集時期 ：商品 中に 果実の 混入 は 認 め られ な い が，若い 枝 が 認め られ な い こ とか ら，秋期 に 採 集 さ．れ た もの

と判断で きる．

（25 ）
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　　　　　　　　　　　　　　5cm 　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　 10　cm
A ：The 　sample 　from　Guilin．　Guangxi，［TMPW 　　　　 B ： The　sample 　from　Wanyuang ，　Sichuan ，匚TMPW
　 4555］．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8014］．

　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．5．”Wei 　ling　xian
”

on 　Markets

結論および考察

　1　 中国大 陸お よ び 台湾産 の Clematis　uncinata の 小 葉 の 内 部 形 態 を 鹸討 し た 結果，維 管束 し ょ うの 発 達程度 ， 表

面視 に お け る 表皮 細 胞 の 形状そ の 他に か な りの 変異 が認め られ ， と くに 葉裏 の 乳頭突起 に 関 し て は密 に 認め られ る も

の と全 く認 め られ な い もの が あ る こ とが 明 らか に な っ た．ま た C ．leio‘’arpa は 柵 状 組織 が つ ね に 2 〜3 細胞層か らな

り，厚さ が 155〜200 μrn と 厚 い こ と，乳 頭突起 が よ り多 い こ とな ど で ，
　 C．　uncinata と明確 に 区別 で ぎた。

　2，　比較組織学的 に 検討 した 結 果 ，広 西 壮族自治区桂林で 使用 さ れ て い る 「霊 仙 」 な らび に 「威霊仙葉」 は 果実期
に採集 され た C ．uneinara の 地 lt部で あ り，ま た 四 川 省万 源 県で 入 手 した市場品 「威霊仙 」 は秋期 に 採集 され た C，
teio〔’arpa の 地 上 部 で ある こ と を 確 証 した．こ れ ま で 広西 壮 族 自治 区 で Clematis　nt植物の 地上部が威霊仙 と し て使用

され る とす る報告 は な く，本研 究 で 初 め て 明 らか に な っ た．また こ れ ら とは 別 に，四 川省や 雲南省 で は C．ehinensis
の 地 上 部に 由来す る と思わ れ る威霊仙が使 用 さ れ て お り，こ の もの に つ い て は 別 報 で 述べ る．

　3， 威霊仙 と し て Cleinatis属植物あ る い は他 の 植物の 地上 部を用 い る とす る 記載 は，過去 の 本草書中に は 認め ら

れない ．中 国 の 地 方薬物誌 で は ，四 川省
6），陝西省7＞

，貴州省
8＞な どで 本属植物 の 地 上 部 を 利 用 す る と し て い る が，こ

れ らの 土 地 は 中国 の 山 岳地 域 で あ り，こ れ らの 土 地 で は か な り以 前か ら用 い て い た の か も知れな い．あ るい は 民間的

に 用 い られて い た こ れ らが，名称 の 混用 な どが 理 由 で ，漢 薬 と し て利用 され る に 至 っ た こ と も考 え られ る．い ずれ に

せ よ，漢薬 「威霊仙」 の 正 品 は C 勧 祕 ∫ 属植物 の 地 下 部 で あ り
3a ）

，地 上 部を用 い る こ と は 明 らか に 間違 い で あ り，
是 正 すぺ ぎで あ る．

　4． Ctematis 属植物 の 地上 部に 由来す る生薬と して は ， 中国で は 「木通」 の 異物 同 名品 と し て 種 々 の 本属植物 の

地上茎が利 用 され る とされ
13），また 『中葯大 辞典』 に は C ．paniczalata　THUNB ．5）

の 葉を 歯 痛 に 外 用 し，　 C．　florida
THuNB ．テ ッ セ ン の 全 草 を 虫蛇咬傷 に 外 用 し，　 C ．加 η厂戸 OLIv．の 葉 を腫物 に 外 用 し，

　 C．　fi
’
netiana 　LEv ’L 　et　VAN’T．

の 茎葉を 打撲傷 に 煎服 し，C ．　lasiandi’a 　MAXIM ．の 全草を筋骨痛な ど に 煎 服 す るな ど と記載 され て い る．ま た ，わ が

国で は 新鮮 な葉 の しぼ り汁を手首の 内側 に塗 り，扁桃腺炎 に 用 い る こ とが よ く知 られ，また な まずや た む しな どの 皮

膚 病 に も応 用 さ れ る
14）．し か し

，
こ れ らの 利用方法 は威霊仙の 薬効 とは か な り異な る もの で あ り，威霊仙 と は ま っ た

く別 の 薬物 で あ る と判断 され ，四 川 省で 地上 部 が威霊仙 と し て 使用 され る よ うに な っ た い きさ つ は 現在 の と こ ろ 不 明

で ある．た だ，同省 で は 「人 参 」 と し て Panax 属植 物の 地 上 部 が 15）
ま た 「紫胡」 と し て Btipteitruni属植物 の 地上部

が 16｝
代用 され て お り， 本生薬 もこ れ らと関係があ るの か も知れ な い ．

　5．　今回 剖 検 し た C ．uncinata の うち，中 国大 陸 産 の 個体の 葉裏 に は 乳頭 突 起 が 認め られ る もの と認 め られ な い も

の が あっ た ．そ こ で ，東京大 学 お よ び 京 都 大 学 所 蔵 の 関連標木 を ル ーペ 視 に て 観察 し た結果 （1988年 11月 現在），台

湾 か ら の C ．　uncinata に は ま っ た く乳頭突起 が 認め られず，中 国大陸 か らの もの で は，広東省大 埔県産 の W ．　T ．　Tsang
21006

， 21613， 21174，同省梅県産の W ．T．　Tsang 　21349，同省 Ding −Hu −Shan 産 の K ．C，　Ting　et 　K ．L．　Shi　1699，1706，
香港産 の Y ．W ．　Taam 　2237，以上 ［KYO ］，な ど に は ま っ た く乳頭 突 起 が 認め られ なか っ た、一

方，同 じ広東省産 で

（26 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

も陽山県か らの T ．M ．　 Tsui　500 ［TIコに は 多くの 乳頭突起 が 認め られ た．また，　 C．　uncinata の 変種 に 関 して は ，　 var ．

］70ribunda　HAYATA （江蘇省太湖，　 Kawakami 　et 　Hayata 　S8； Type ［Tlコ） に は 認 め られ ず，日 本産 の var ・ovatifolia

キ イ セ ン ニン ソ ウ に もま っ た く認め られない
17｝．こ の よ うに C ．uncinata の 葉裏の 乳頭突起 の 有無 に は 変異が 多 く，

北方産 の 個体 ほ ど乳頭突起 が 多 い 傾向に あ る と い え る が，乳頭突起 が 認め られ る個体 に つ い て も，その 分布密度 に は

か な りの 変異が あ り，乳頭突起の 有無の み で 種 を 細分類す る こ と は 困難 と考 え る．な お ， 王
18 ）

は C．uncinata の な か

で 2 回 羽状複葉とな る もの を var ．　biternataと して い る が ， 乳頭突起 を も含め ， 内部形態的 に は 区別 しえ なか っ た．

　 6．　本研究で は 常 法 に よ り，葉の Palisadc　Ratio の 測定 を 試み た が，表面視 で は 有腕柵状柔細胞 の 各腕を軸方向

か ら観察す る こ と に な り，それぞれ が 類 円形 に 観察 され，個 々 の 柵状柔細胞 の 全 体を 把握 す る こ とがで ぎなか っ た．

有腕柵状組織が 発達す る葉の Palisade　Ratio の 測定 に は 新 た な工 夫 を 要す る，

　 7． 植物分類 学 的 に C．teiocarpa　OLIv．を C．　 uncinata 　CHAMP ．の 変 種 （var ．（．’oria （rea ）と し て 扱 う説
10・18）が あ る

が，本植物 に は C．　 uncinata の 特徴 で あ る小葉柄の 結節が な い 点で 大きく異 な る
19）．内部形態的 に も本研究で 明 らか

に した よ うに 本植物は （：　 uncinata とは か な り異 な る もの で ，　 C．　uncinata の 変種 と して 取 り扱 うの は 不 適当 と判断

され る，
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　本 研 究 の
一

部 は 文 部 省 科 学 研 究 費補 助 金 （
一

般 研 究 C ，課 題 番 号 63540548） に よ り行 わ れ，また 現 地 調査 に 係 る 渡

航費は ， 内藤記念科学 振興 財団の 海外研究 交流助成 を受けた ．こ こ に 記 して 感謝 の 意を 表す る．

　List　 of 　abbreyiations ： bs： bundle　 sheath
，
　co ： corenchyma ，　 cu ： cuticle ，　 epl ： Iower　epidermal 　cell，　epu ： upper

epidermal 　 cell
，
　 pa ： palisade　tissue　or 　palisade　parenchyma ，

　ph ： phloem ，
　pp ：papilla，　sp ： spongy 　parenchyma ，

　sto ：

StOma ，　V ：VeSSel，　Xy ：Xy 【em
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